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「天が地よりも高いように、わが道は、あなたがたの道よりも高く、わが思いは、あなた

がたの思いよりも高い。」 （イザヤ書 第55章９節）

３月 EF･JWF
この事業を通してのワイズとはを考えよう。

島崎 正剛ファンド事業主任
（名古屋プラザクラブ）

在籍者数 31名
第一例会 26名
メネット 1名
特別メネット 1名
第二例会 27名
出 席 率 100％

切 手 7,000 g
現 金 48,000円
累計切手 7,000 g
切 手 7,800円
累計現金 48,000円
Ｊ Ｗ Ｆ 0円
Ｅ Ｆ 0ドル
ＪWＦ累計 10,000円
Ｅ Ｆ 累計 100ドル

第一例会 10,000円
第二例会 10,000円
累 計 159,000円

その他 6,674円

累 計 698,500円

献 血 0cc
成 分 0名
累 計 0cc
成分累計 0名

２月例会 55.92kg
（ペットボトル換算

14,278本）
累 計 472.05kg
（ペットボトル換算

115,010本）

第一例会 2,726円
第二例会 2,668円
今期累計 45,657円
累 計 323,386円

※切手を600円／Kで換算分

既存のメンバーの満足度

EMC 委員長 大 門 和 彦

初めての「EMC委員長」として今期がス
タートしました。幸先よく９月に、田中升

啓さんが入会し、今期の目標"５名" に大きな可能性を感じていま
した。あれから約半年、メンバーゲストの参加もなくEMC委員
長としての役割を果たせていません。
ところが最近、“単純なメンバー増強”という目標、考え方に
疑問を感じています。
メンバー増強の旗振り役としてのEMC委員会ではありますが、
委員会だけがメンバーを増強するために活動することではないと
思います。キャピタルクラブメンバー全員の意識が非常に大切だ
とつくづく思います。もっと大切なことは「既存メンバーの満足
度」ではないでしょうか。
既存メンバーがクラブライフを心から楽しみ充実していれば新
しいメンバーは年齢層に関係なくドンドン増えるものではないで
しょうか？
13年前、私は30歳という年齢だというのに「一般社会」の事を
全く知りませんでした。
「一日でも早く、何でもいいから一般社会の事を理解したい。感

じたい。」そんな思いを毎日抱いていました。ある時、先輩から
「いい人紹介したるわ、お前の悩みが解決するかもな？」と言われ、
当時クラブメンバーだった方に出会ったのです。もちろん初めて
です。10分も話さない内に「うちのクラブに入れ」と言われ、何
の事か全く理解出来ないままゲストとして参加したことを今でも
覚えています。そのメンバーの「熱く語る言葉」「熱く語る姿」
「熱く語る目」、"熱さ" を肌で感じた私は即入会を決意しました。
もしその方が惰性でクラブ活動をしていたならば…、誘いの言葉
も無い訳で、話を聞いたとしても何も感じなかったと思います。
そのような出会いは"偶然ではなく、必然です" とよく耳にしま
す。現在のキャピタルメンバーも出会うべくして出会う運命にあっ
たのだと思えるのです。
"周年事業が終わると…"この魔物に勝たなければなりません。
現在、少し緩みかけているのかな？ と私自身も感じています。
今一度クラブメンバー全員の満足度、充実度を上げる努力をしま
しょう。
"魅力ある所（クラブ）に人は集まるのですから…"。

注）本文中、「30歳まで一般社会の事を…」とありますが、刑務
所等に入っていた訳ではありませんので誤解のないようにお
願いします。
注）ちなみに、私のスポンサーは既に退会されています（熱さが
無くなったのかな？）。
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2009年２月３日（火）19:00～21:00２月第一例会
ウェスティン都ホテル京都

大内さん（右）と会長

意味がある日本の文様

ブリテン委員長委員長 村田深砂子

２月３日節分の日、２月の第一例会が開催されました。本日

は「日本の文様 今と昔」春紅代表の大内惣介様にお話をいた

だきました。

日本の文様と聞けば私は縁がなくとても難しく考えてしまい

ますが、模様などを見ると親しみのある柄がありその模様が文

様ということを知りました。昔は、その文様は普段の生活の中

でなにげなく書かれた線がはじまりとなり、そうした文様を書

いて装飾になっていた。

伝統文様の知識は

ちょっとムズカシイか

もしれませんが、どの

文様にどんな意味があ

るのか、自分の好きな

パターンは何なのかを

知っておくと、着物や

小物を選ぶ時に少し楽

しいかもしれないなと

思いました。

2009年２月17日（火）19:00～21:00２月第二例会
ウェスティン都ホテル京都

TOF例会

地域・環境アワー

勝山廣一郎

今日は TOFにつき食事なし、ただコーヒーのみの例会。定
刻通り香山会長の開会宣言・開会点鐘、講師には当クラブより

輩出されています、山田隆之京都部地域奉仕・環境事業主査そ

して、「うじ・はんどめいどショップ」の小畑 治様、両氏をお

招きして例会が始まりました。

まず、柳 慎司地域奉仕・環境事業委員長より『CSインフォ
メーション』「TOF」、CS資金「community fund」、FF献金
「family fast」、環境マラソン、についての説明があり、３月
１日（日）ロールバックマラリア募金参加のアピールをされま

した。

つづいて、山田主査より『地域奉仕・環境事業について』の

講演があり、CS事業資金援助の昨年の実施11件、FF 資金４
件の支援決定の説明があり、当クラブよりの申請、視覚障害者

「ふれあい広場」支援24万円、その他、各クラブの数多い事業
への支援金援助がなされた。

次に『うじ・はんどめいど

ショップの活動』代表の小畑

治様よりこの施設の歩みとコ

ンセプトを述べられました。

2002年秋「障害のある人達
のおしごと店・ふくしアンテ

ナショップ」の開催を機に開

始。2008年４月より拠点が小
倉に移る。

コンセプトは…「喜び」や

「悲しみ」などを、共有し、

お互いに〈感じあう〉事をなによりも大切にしたい。〈かけが

えのない〉自分に〈出会い・気づき〉毎日を〈誇り〉を持って

暮らしていけるように。さまざまな人との〈つながり〉をもっ

て、一人ひとりの〈人生の豊かさ〉を広げ、みんなでそのこと

を〈喜び〉あっていきたい。

活動内容は…「ショップでの製品展示・販売」「自主製品の

製作（さおり織り・うじ茶染め・染色全般）」「就労実習の実施」

「駐車場清掃（37カ所）」「清掃受託作業」その他、スライドを
通じて説明され、メンバーより数多くの質問があり充実した例

会でした。

小畑さん（右）と会長

堀 一行さんを偲んで

田中 升啓

２月15日に京都 YMCA三条本館にて、「堀 一行さんを偲
ぶ会」が行われ、私たちキャピタルクラブのメンバーをはじめ、

山田公平日本 YMCA同盟総主事、宮崎北海道 YMCA総主事、
京都 YMCAの高谷・酒井元総主事他在京クラブのワイズメン
たち80名余りの方々が出席され、各自が在りし日の堀さんに想
いをはせるひとときを過ごしました。

スクリーンに映し出された写真の笑顔を見て、たくさんの方々

から堀さんらしいエピソードや、そのときに言われた言葉など

を聞くと、私自身も叱咤激励していただいた日のことを昨日の

ことのように思い浮かべました。そして、仕事をはじめ、自分

自身の日々の行動が本当にこれで良いのかと、再び考えさせら

れるひとときでもありました。

今回出席させていただいて一番強く感じたことは堀さんのワ

イズメンとしての思いの強さです。亡くなられて半年たってい

るのですが、真のワイズメンとして行動されたその精神は決し

て滅びることなく、キャピタルのメンバーをはじめ、接した人々

に受け継がれていることを改めて実感いたしました。

聖句の解説 こどもはテストで悪い点数を取ると本当に困ったと悩みます。家で母に怒られてしまうからです。大人になって直接

母から聞くと、確かにテストの点数が悪い時に怒ったが、点数が悪い事自体に怒っていたのではなく、子どものときから勉強する習

慣があれば大人になったときに困らないというのが母親の願いだったということです。

「天が地よりも高いように、わが道は、あなたがたの道よりも高く、わが思いは、あなたがたの思いよりも高い。」神は私たちの想

像をはるか超えた所にいます。それ故に、子が母の願いを理解できないように、私たちは神の思いを十分に理解する事ができない、

そんな不安な私たちに対し、「赦し」「憐れみ」をもった神がいて下さるというのは心強いことです。
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次次期西日本区理事に向って
仁科 保雄

大変な時期に次次期西日本区理事という大役を、器の小さい

私に持ってきていただきました。

自分自身で気持ちの整理ができず悩みぬいた末に一つの結論

を見出し、その結果如何でいつこぼれ出るかわからない小さな

器でも出来るならとお受けいたしました。

心配のタネは周りで補佐していただけるメンバーをどうして

選ぶのか、どうして頼むのか本当に心ここにあらずで、心配ば

かりが先行していました。しかしメンバーの温かい応援とクラ

ブのお支えにより、何の苦もなく三役、事業主任（２名未定）、

事務局長、事務局員、区大会実行委員長とあっという間に決定

の運びとなり、こんなに応援していただける我キャピタルクラ

ブの力強さを改めて感じさせられました。

ここまできた以上、西日本区のため、メンバーのため、どう

したらメンバー減少の歯止や一年半後に迫る国際大会成功のた

めの方策を考慮し、どのように状況を打開していくのかがこれ

からの私に与えられた「レッツビギン」の始まりでもあるよう

に思います。

私とメンバーの皆さんと意思疎通を図り何事にも引けを取ら

ない体制を引く、これがこれからの私の夢とモットーである

「実直に」を実現することと自負しています。

今期後半からは他部や他クラブを訪問することが多くなりま

すが、他国語不得手の私には以前にも言っていましたように、

「京言葉」を大切にして、京都のワイズメンズクラブの良さをお

おいにアピールしていきたいと思っています。

事業の成功と山登りに
森 常夫

一昨年は幹部社員の大量退社で新規開拓ができませんでした

が、今年度から再挑戦したいと思っています。現在２名を新規

開拓専門部署に廻しており、再度私も開拓部署で頑張りたいと

思います。

まだ百名山も東北、北海道及び関東方面が多く残っています

ので頑張っていきます。山行きも仕事が順調でなければ出来ま

せん。気を引き締めて初心に帰り新しい部門に挑戦して行きた

いとプランを立案しています。

今の経済状態では先行き非常に厳しい状態です。手をこまね

いていては流れに飲み込まれ兼ねます。先手を打って前に進む

しかありません。サーはじめよう。事業の成功を目指して。

９月には知床半島の羅臼岳、斜里岳に挑戦することも楽しみ

にしています。

美しきチャレンジャー 石倉 尚

一番ピンに集中する。心に思い描く。ヒゲ
とメガネ…「見えた！ ロックオン！ ドリャ

～ぁ～」ゴォーぉぉぉ～一番ピンの左のほっぺたをパッチ～ン
「おっしゃ～ぁぁあ～」お見事。ストライクゥゥゥ！

2009年２月８日（日）しょうざんボウルに於いて第６回京都
部チャリティーボウリング大会が開催されました。54レーン貸
切の200名を越える参加者です。ホストをしていただいた京都
クラブの皆様に感謝です。我がキャピタルクラブからは、山田
隆之主査を盛り立てようと柳委員長を先頭に23名の参加。藤田
部長の始球式で競技開始です。
隣のレーンでは、山田まゆみメネットが一番ピンに集中して
いる様子…投げた！…お見事！ストライクです。ガッツポーズ。
次は、ダルマさんの投球です…オットあぶない！ ボールが
後ろに…
香山会長は、絶好調の様子。鮮やかな緑色のボールを転がし
てぇ～ストライク！
結果、香山会長スイカボールで準優勝２ゲームで356点。他

のメンバー
の獲得 賞
は、40位＝
ヒゲと メ
ガネの 山
田隆之 主
査278点、
50位＝ 山
田遥加ちゃ
ん233点、
110位＝石
倉京ち ゃ
ん226点、

160位＝香山耀平くん183点。抽選による特別賞は高田 EMC 主
査賞に山田奈未ちゃん。なんと山田主査、地域奉仕・環境事業
主査賞に自分のメネットを引いてくるというハプニング！ こ
れは、自ら却下。毎回一番ピンに込めたメネットの熱い思いが
伝わったのでしょうか。
クラブ対抗のアトラクションの結果、団体では、ウイング・
パレス・トゥービーの順で、キャピタルは７位でした。
大いに楽しみ、チャリティーもできるすばらしいイベントで
した。あ～楽しかった。
参加者23名
メン：香山会長・山田隆之主査・内田・大山謙一・岡島・仁
科・柳・山田英樹・石倉。メネット：香山慶子メネット会長・
正子ダルマパーラン・柳早知子・山田まゆみ・山田とも子・石
倉博子。コメット：香山耀平・仁科雅雄・山田奈未・山田智也・
山田遥加・山田麟太郎・石倉京。ゲスト：友田聡史（仁科）

仁科 保雄

２月14日、心配していた天候も回復し舞子の美しい海辺のホ
テル「舞子ビラ」において多くのメンバー、メネットが出席し
盛会の中、式典が開会され私たちキャピタルクラブから岡本さ
んと私たち夫婦の三名が出席いたしました。京都部からも数名
の出席があり、和気合いあいの中、式典が粛々と進められました。
私の好きな讃美歌「いつくしみ深き」の合唱、女性牧師による
祈祷など、それと琴の合奏が出席した皆さんを温かく包んでくれ
たように思います。京都部のように大人数の式典ではなくこぢん
まりとして静かな祝典であったと思います。
神戸学園都市クラブの役員の皆様にはいつお会いしても熱心に
出席を促されましたが、手作りの良さが滲み出ていた楽しく素晴
らしい記念例会でした。
食事もホテルらしい美味しさ溢れる内容に皆さんも大満足のご
様子でした。本当にありがとうございました。神戸学園都市クラ
ブのますますのご活躍をご祈念いたします。



３月１日（日） ワイズデー「ロールバックマラリア」ワークショップ
３月３日（火） 第一例会
３月８日（日） 2008年度卒業リーダー祝会
３月17日（火） 第二例会
３月20日（金・祝）森の中の音楽会 リトセンにて
３月22日（日） リトセンチャリティーゴルフ大会
３月24日（火） 役 員 会
３月28日（土）～ 29日（日） リトセン一泊勉強会
４月４日（土） IBC ベゼルクラブ訪問
４月７日（火） 合同花見例会
４月19日（日） YYフォーラム・夜桜フェスタ
４月21日（火） 第二例会
４月28日（火） 役 員 会

メンバー

香山 章治 3. 11 勝山廣一郎 3. 23
岡本 尚男 3. 31
メネット

森 絹代 3. 3 吉井 香月 3. 13
香山 慶子 3. 16
コメット

竹田 睦子 3. 31

金原 弘明・康 代 ご夫妻 3. 5
山田 英樹・とも子 ご夫妻 3. 20
竹田 博和・倫 子 ご夫妻 3. 25
大山 孜郎・悠 子 ご夫妻 3. 31

＜報告事項＞
西日本区
西日本区大会：６月６日（土）～７日（日）
登録費メン･メネット 20,000円
場所：熊本市民会館 ホテル日航熊本
東日本区大会：６月13日（土）～ 14日（日）
登録費メン･メネット 17,000円
場所：とかちプラザホテル日航 ノースランド帯広
アジアユースコンボケーション 参加者募集（第一報）
７月29日（水）～８月２日（日）
次期における国際役員選挙結果について
次年度の次期国際会長に藤井寛敏さん（東日本区 東京江東クラブ）
09－12年度国際議員に 田一彦さん（東日本区 横浜クラブ）
次期会長・主査研修会
３月７日（土）～８日（日） チサンホテル新大阪
広島西クラブ（仮称）設立総会
３月１日（日）広島市の沖合いの島 似島
奈良 傳賞候補者推薦について

京 都 部
BF献金の確認：一人当たり1,800円
３月末までに西日本区事務所に送金
第２回ワイズデー
「ロールバックマラリア」ワークショップ及び街頭募金
３月１日（日）12:30～16:00 京都 YMCA 三条本館マナホール
2008年度卒業リーダー祝会
３月８日（日）京都 YMCA三条本館マナホール
第４回森の中の音楽祭
３月20日（金・祝）11:00受付 雨天決行 エイブルクラブ主催
リトリートセンターにて登録料 1,000円
リトセンチャリティーゴルフ大会
３月22日（日）ジャパンクラシックカントリー倶楽部
プレー費（昼食付）15,000円 会費6,000円

ＹＭＣＡ報告
ビオトープ整備事業へのご協力 ３月１日（日）9:00～15:00
集合場所：リトリートセンター池周辺
夜桜フェスタ YYフォーラム：４月19日（日）
第５回京都 YMCAかもがわチャリティーラン
５月17日（日）9:00～15:30 鴨川公園

三役報告
ウエストクラブ合同花見例会 ４月７日（火）19:00～
場所:聖護院 御殿荘 会費6,000円
京都部事務局長 中西康晴様のご母堂ご逝去 弔電送付（事後報告）

審議事項
ワイズデーとリトセン一泊勉強会をメーキャップ対象とする…承認

＜各事業委員会報告＞
Ｙサ・ユース リトセン一泊勉強会 等

下期事業について
地域奉仕・環境 ワイズデーへの積極的参加

協力について
ドライバー 合同花見例会等

６月までの例会内容について
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大山 孜郎

2009年2月14日（土）に開催された会員集会は、２部に分か
れていた。
１部は、創立記念礼拝で午後４時から日本聖公会聖アグネス
教会で開催された。
礼拝はとても厳かに行われ、その式文は以下の如くであった。
＊先ず前奏ではじまり、＊讃美歌312番「いつくしみ深き友
なるイエスは」、＊聖書朗読、ヨエル書３章１節「…。あなた
たちの息子や娘は予言し老人は夢を見、若者は幻をみる。」エ
フェソの信徒への手紙５章８～10節「あなたがたは、以前には
暗闇でしたが、今は主に結ばれて、光となります。光の子とし
て歩みなさい。…何が主に喜ばれるかを吟味しなさい。」＊祈
祷、＊奨励「夢をもって神と共に」日本聖公会福井聖三一教会
門脇光禅司祭、＊交読「京都 YMCAの使命」、＊讃美歌285番
「主よ、み手もて、ひかせたまえ」、＊祝祷と続き、＊後奏で終
了である。
司会者と、一同が交互に声を出して交読する、交読「京都

YMCAの使命」の交読文は、「京都 YMCAはイエス・キリス
トによって示された愛と奉仕の精神に基づき」「青少年と共に
精神・知性・身体の全人的な成長を促す運動をすすめます。」
「人々との出会いを通じ、互いの人権を尊重し、」「生涯にわたっ
て共に学び合う学習活動を展開します。」「地球的な視点から、
望ましい環境の実現につとめつつ、」「いのちあるすべてのもの
が共に生きる平和な世界を築く運動を展開します。」との内容
で、とても印象深かった。
２部は、平安会館に所を替えて、「京都 YMCA 125年」を語
ろうとのテーマで、まず【京都 YMCA Plan125】の概要が紹
介され、その後６グループに分かれて、会員活動、青少年活動、
ボランティア活動について話し合いの機会が持たれた。
有意義な会員集会であったが、参加者が少なかったのが気懸
かりであった。


